
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 

 

●家具転倒防止器具等取付費補助事業 
７５歳以上の方等で構成 

される非課税世帯に対し、 
家具等の転倒防止器具取付 
費の一部（上限１万円）を 
補助します。 
●救急医療情報キット配付事業 
７５歳以上の方等で構成される世帯に対

し、かかりつけ医療機関や持病等、救急時に

必要な情報を保管する救急医療情報キットを

配付します。 
●介護ボランティア制度の導入 
高齢者の介護支援ボランティア活動による

地域貢献を積極的に支援することで、高齢者

自身の健康増進を図り、介 
護予防を推進するため、ボ 
ランティア活動を行う高齢 
者に対してポイントを付与 

する「介護予防支援ボラン 
ティア制度」の導入を進め 
ます。 
●社会福祉施設等整備費補助事業 
社会福祉法人（特別養護老人ホーム エコ

トピア酒々井）が実施する施設の増築に対し

補助を行い、社会福祉施設の整備を図るとと

もに、入所待機者の解消を目指します。 

 

●子ども医療費助成を拡大 
子ども医療費助成については、 

小学校６年生まで町独自に助成 
を拡充していますが、さらに今 
年４月診療分から中学生の入院費を助成対象と

して拡大します。自己負担額は従来どおり１回

２００円として、子どもの保健の向上と保護者

の経済的負担の軽減を図ります。 
●不育症治療費助成を開始 

妊娠はするものの流産を繰り 

返してしまうなどの「不育症」 

で治療を受けているご夫婦に治療費を助成し、

経済的負担を軽減します。 

●ことばの教室を開始 
保健センターに「ことばの教室」 

を開設し、就学前までの子どもを対 

象に個別の相談と指導を行うことで 

ことばの発達を促します。 

 

●外国語教育の充実 

新たに町単独で保育園での外国

語（英語）指導を始めます。 
また、小・中学校における学習枠

の拡大に加え、中学生をオーストラリアに派

遣するなど、保育園・小・中学校が連携して国

際社会にふさわしい人材の育成に努めます。 
●学校教育支援促進事業 

大室台小学校に学校と地域ボランティアの

調整役であるコーディネータ 
ーを配置するとともに、活動 

拠点となる地域ルームを設置 

し、学校支援を行います。 
●小中学校にエアコンを設置 

小中学校にエアコンを設置し、快適で健やか

に育つ学校環境整備を図ります。なお、工事は

夏休み期間に集中して行います。（H23 補正予算） 

 

●まちの顔づくり推進事業 
江戸時代に栄えた旧酒々井宿を 

「酒々井町の顔」として、「酒々 
井町役場入口」交差点周辺を対象に景観に配慮し

た歩道帯の設置等、町並の保存・整備を行います。 

 

●防災計画の見直しと防災ラジオの配付 
先の大震災の教訓を踏まえ、町地域防災計画の

見直しを行います。 
また、屋外の防災無線放送が聞き 

ずらい場合など、町の防災無線とラ 
ジオ放送が受信できる「防災ラジオ」を有償配付

します。なお、高齢者世帯などへは無償配付を予

定しています。 
●木造戸建て住宅耐震改修促進事業 

昭和５６年５月３１日以前に建築・着工された

木造戸建て住宅の耐震化を促進す 
るため、木造戸建て住宅の耐震診 

断及び耐震改修工事に係る費用の 

一部に対し補助金を交付します。 
 

まちづくり 

 

教 育 

 

子育て・母子保健 

 

高齢者 

 

安全・安心

 

 


